「じゃあ ミス タ 1-F。 気をつけ ていく がいい。 娑婆 

じ や、 いくら 空襲警報が 鳴ろうと、 これまで のように、 

ちかぼう くう し つ 

君 を 地下 防空 室へ 連れ こんで くれる わしの ような 世話 

役 はついて いないの だからよ く 考えて、 自分の 軀を 

まもる こと だ」 

「 …… 」 

げんしゅしょう しょうぐん 

「おう、 それから、 君の 元首 蔣 将軍に 逢ったら、 わ 

しがよ ろしく いったと 伝えて くれ。 じゃあ、 気をつけ 

ていく がいい」 

「 …… 」 

ミス タ— • F と 呼ばれた その 釈放 囚は、 新聞紙に く 



るんだ 小さい 包 を 小脇に かかえて、 無言の ままで、 門 

を 出て いった。 

はやあし ほどう 

それから は、 やけに 速 足に なって、 監獄 通りの 舗道 

を、 百 -— ドほ ども、 息せ ききって 歩いて いったが、 

そこで、 なんと 思った か、 急に 足 を 停め、 くるりと 後 

を ふりかえった。 

彼の、 どんより した 眼 は、 今し も 出て きた，" 厳しい 監 

くき 

獄の大 鉄 門のう えに、 しばし 釘 づけに なった。 

こんわく 

そのうちに、 彼の 表情に、 困惑の 色が 浮んで きた。 

こくび うめ 

小 首をかしげ ると、 呻く ような こえで、 

「 …… わからない。 何の こと やら、 全然 わけが わから 



ない のであった。 全く、 気持が わるい といったら ない。 

けいてき 

警笛が、 後の方で、 しきりに 鳴って いた。 彼の 思考 

を さまたげる のが 憎くて ならない その 警笛だった。 

なに か、 やかましく 怒号 をして いる。 そして 警笛 は、 

気が 違った ように 吠えて いる。 

彼 は、 うしろ を 振り向いた。 

と、 大きな 函の トラックが、 隊列 をな して、 彼のう 

しろに 迫って いた。 

ひき f J ろ 

彼 は、 櫟 殺される 危険 を 感じて、 よろめきながら、 

舗道の 端に よった。 

とたんに 一陣の 突風と 共に、 先頭の トラックが、 側 



「ああ、 綺麗 だな あ」 

さんじ 

と、 彼 は 見当ち がいの 賛辞 をのべ た。 

のぞ 

道 ゆく 人が、 探る ような 目で、 彼の 顔を視 きこんで 

いった。 

(ミス タ— • F —— と、 あの 看守 は 呼んで いたな。 す 

ると、 おれ は、 ミス タ— • F という 人間 か。 そして、 

お前の 元首 蔣 将軍へ よろしく —— といった が、 蔣 とい 

えば、 中国人の 名前 じ やない か) 

現在の こと は、 考え出せる 力が あった。 しかし 一週 

間 前の ことと なると、 全く 思い出せない ふしぎ さ。 彼 

は、 自分自身が、 一 体问 者で あるか を 知ろうと して、 
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一 着の、 長い 中国服 だ！ 

中から 出て きた もの は、 裾 も 手 も 長い、 まつ 黒な 地 

色の 中国服であった。 そのほかに なにもない。 

「中国服 か、 やっぱり …… 」 

彼 は、 首 を 左右に ふりながら、 服の 裏 を かえして み 

フォ— . テン チン 

た。 すると、 そこに 白い 糸で、 仏 天 青と、 漢字が 縫 



しかし ひどく 汚れて いた。 上 も 下 も 胸 も、 泥 まみれに 

ひじ 

なって いたう え、 肘のと ころ は 破れ、 ズボンに も、 か 

ぎ 裂きの ような 箇所が あり、 見れば 見る 程、 見られた 

ざまではなかった。 

「ふ— ん、 これ はどうし たんだ」 

どこで、 こんなに 土 まみれと なり、 かぎ 裂き を こし 

ら えたので あろう か。 彼 は、 急 に^ず かし さが こみあ 

げて 来た。 そこで、 彼 は 下に 落ちて いた 中国服 をと り 

まこ J 

あげる と、 埃 を はらって、 タキ シ— ドの 上から 着た。 

そして、 あわてて 襟 を 合わせた。 

彼 は、 それから また 歩き だした が、 何 思った か、 ま 



ド、 もう 一冊 は フランスの パリ 銀行の もので 七 百 十七 

万 フランば かりの 在 高が 記入して あった。 そして、 

どっちの 帳面に も、 この 預金 主の 名と して 「ミス タ！ 

しる 

F」 とのみ 記されて あった。 

これ は、 ミス タ 1-F の 財産 だ。 相当の 金 だ。 

彼 は、 ほっと 安心して いいの か、 それとも 他人の 金 

を 握った こと を 気味 わるく 感じるべき かにつ いて 迷つ 

た。 

だが、 結局、 ミス タ ー • F というの は、 中国人 

フォ— . テン チン リ やくしょう 

仏 天 青の 略称で あろうと 気がつい たので、 よう や 

く 心 は 一 時 落着いた。 



チ— フにパ ン —— これ だけが 仏 天 青 氏の 素姓 を 語る 材 

料なん だ。 ふふん」 

おのの 

不安の 中に 戦いて いた 彼 は、 そこで 思いがけない 

パズルの 題 を 渡された ような 気がして、 なんだか 楽し 

くな つてき た。 そして、 また 舗道のう え を、 リバ プ— 

ルに 向けて 歩き だした が、 彼の 足 どり は、 以前に も 増 

して、 元 気をつけ 加えた ようであった。 

空 は、 どんより 曇って いた。 しかし、 風が 相当 吹い 

ていたから、 やがて 晴天になる であろう。 

(さて、 これから 自分 は、 いかにして、 わが 家に 戻る 

ベ きであろう か) 



そさいき きゅう ゆ 

阻 塞 気球 は 風に 揺れて いた。 

たびびと カントン 

(おれ は 旅人ら しい。 わが 家 は、 きっと、 遠い 広東 省 

かど こかに あるので あろう) 

中国と 思えば、 ふと 「広東 省」 という 地名が、 頭脳 

の 中から 飛び出し てきた。 だが、 それ 以上に 発展し な 

かった。 

(この 土地 は、 たしかに イギリスに ちがいな いが、 自 

分 は 何 用 あ つ てこん なと ころへ 来たので あろう) 

赤十字の マ— クを つけた 病院の 自動車が 三 台、 町の 

方から やって きて、 彼の 傍 を 通り過ぎ ていった。 

い くさ い 

(おれ は 一体、 幾 歳ぐ らいの 男なん だろう) 



えと 共に、 彼 は 車上に 引き揚げられた。 
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トラックの 上に は、 いろいろな 種類の 人間が 乗って 

いた。 いずれも 皆、 その あた リを 歩いて いた 町の 人々 

らしかった。 

トラック は、 それから 暫く 走った が、 やがて 「防空 

壕 ァリ」 と 建 札の ある ビルディングのと ころまで 来る 



と、 ぴたりと 停った。 

「さあ、 防空壕へ はいった。 しずかに、 そして 早く… 

〜」 

指導員ら しいの が 叫んだ。 

フォ ー . テン チン 

仏 天 青 も、 人々 のうしろ から、 柵の 中にはい つた。 

くだ ざ か 

狭い 下り坂 を、 ついてい くと、 やがて、 電灯の ついた 

だ だつ 広い 部屋が 見えた。 ぷ— んと饍 えくさい 空気が、 

彼の 鼻 をう つた。 

彼の 頭 は、 急に、 ずきんず きんと 痛み だした。 よ ほ 

ど 廻れ 右 をしょう かと 思った が、 あとから また 押して 

くる 人で、 それ は 不可能だった。 



方がなかった し、 それに、 

に よ 1 つぼ 1 つ 

(うむ、 ひょっとすると、 この 女 は、 自分の 女房で あ 

るか もしれ ない) 

と 思った ので ある。 

彼 は、 女の 髪 を やさしく 撫でて やった。 

女 は、 また 更に 大きな 声 を あげて、 彼の 胸の 上で 泣 

き だした。 

( …… おれ は、 女房に めぐり 合つ たんだ。 どうも、 そ 

れ に違いない。 女房の やつ、 おれが もう 監獄から 出て 

くる かと 思って、 今日 もこの へん をう ろうろ していた 

んだ。 そこへ 空襲警報が 鳴り響き、 この 防空壕へ とび 



こんだ。 そして 神の 名 を 呼んで いると、 その 前へ、 い 

きなり おれの 顔が 電灯の 光の 中に 現れた。 そこで 必死 

になって、 おれの 服 を もって 引き下ろ したの だ。 どう 

も、 そうら しい。 いや、 それに 違いない) 

彼 は、 女の 髪の 上に、 そっと 唇 を 押しつけた。 

( …… おれの 女房 は、 空襲が 終ったら、 おれ を 自分の 

家へ 連れていって くれる だろう。 そして、 おれが 知り 

たいと 願って いた おれの 過去に ついて、 すっかり 説明 

をして くれる だろう) 

彼 は、 女の 背に、 手 を まわした。 

「おう、 可愛い 私の …… 」 



彼 は、 その 先の 言葉に つまった。 

「私の アン …… 」 

女が、 そういった。 

「そうだ。 可愛い 可愛い 私の アン。 私 はもう、 どこへ 

もい き はしない よ」 

彼 は、 そういうと、 唇 をかん だ。 頰を、 止め 度 もな 

こま 

く、 熱い 涙が ほろほろと、 滾れ 落ちた。 
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フォ ー ■ テン チン 

仏 天 青 は、 アンと 抱きあって いた。 

しばら 

それから 暫くして、 彼 は、 アンの 腰の あたりに、 変 

に 硬い ものが 当る ので、 ふしぎに 思って、 そこ を 見た _ 

「おや、 アン。 これ はどうした のかね」 

じょうぶ 口— プ 

彼 は、 アンの 腰に、 丈夫な 綱が ふた 巻 もして あるの 

を 発見した。 しかも その 綱の 先 は、 防空壕の 肋 材のー 

本に、 堅く 結んで あった。 まるで 囚人 をつな いで あ 

るよう な 有様で あ つ た。 

「いいのよ、 あなた」 

「よかない よ。 説明 をお し。 これ じ や、 まるで …… お 



きしょ-つ 

仏 は、 むっとして、 うしろ を 振り向いた。 胸に 徽章 

を 輝かした 私服 警官が 立 つていた。 

アン は、 綱で しばられた まま 手首 をつ と 動かして、 

仏の 服 をお さえた。 

「あなた、 黙って て …… 」 

あおむ 

アン は、 彼に 注意 を 与える と、 私服 警官の 方へ 仰向 

さ、 

「あたしの 夫が、 帰って来て くれました。 このと おり、 

ひとち が 

あたし を 抱いて いて くれます。 人違い だとお 分りで 

しょう。 この いましめの 綱 を、 解いて ください ませ」 

「なんじ や。 お前の 亭主が 帰って来 たと。 なるほど、 



どこから 出した もの か、 アンの 手に は ジャック -ナ 

ィフ があった。 仏 天 青 は、 刃 を 出す と、 ぷ すっと 綱 を 

切った。 

「ああ、 助かった。 さあ、 逃げる のです」 

「アン、 どこへ いく。 あ、 今、 外へ いっち や、 危ぃ。 

入口で やられた 人が あるじ やない か」 

「いいのよ。 こう なれば、 どこに いても 同じ ことよ。 

さあ 一 緒に 逃げて よ」 

アン は、 ぐいぐいと 仏 天 青の 手 を 引 張った。 

「危 い。 もうす こしの 間、 待て」 

「いいえ、 待てない わ。 じ や、 あたし ひとりで いきま 



すわ」 

アン は、 入口の 方へ 上って いった。 

「おい、 アン、 待て。 おれ も 出る」 

すそ つ ま 

仏 は、 そういうと、 中国服の 裾 を 摘んで、 アンの 後 

を 追った。 
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防空壕 を 飛び出して みると、 外 は、 今 爆撃の 真 最中 



れて、 アンが、 リバ プ— ルの 桟橋から 飛び込んで 死ん 

だ 男の 妻 君であって、 何 かの 事情の ため、 自分に 助け 

を 求めた もの じ やない かと 思った。 だが、 これ は 断言 

する だけの 証拠が 集って いなかった。 アンが、 防空壕 

を 出て いくとい つたと き、 彼 はいよ いよこの 女の 亭主 

の 代役が 終った のかと 思って、 憂鬱に なった。 が、 ァ 

ン がいよ いよ 空爆 下の 防空壕の 外へ 飛び出して いくと、 

もう じっとして いられ なくなって、 アンの 後 を 追い か 

けた わけだった。 

そのうち にも、 彼 は、 

(こうして、 もうしば らく アンの K5 にいれば、 本当に 



自分が 彼女の 亭主で あるか、 それとも 防空壕の 中で、 

とら ぎ そ う 

臨時に 捉えられた 偽装 亭主で あるかが 判明す る だろ 

う) 

と、 思って いたのであった。 

しかるに 今、 アン は、 彼が、 さきほど 監獄から 出た 

こと を 承知して いるよう な 口ぶりで あ つ た。 

「そうな のよ。 けさ、 急に、 あなたが、 ブル— トの監 

獄を お出になる つて、 知らせが あった もんだ から、 早 

く 宿 を 出たん です の。 そして 海岸通り を 桟橋の 傍まで 

歩いて、 そこで 自動車 を 待って いると、 あの 身投げ 騒 

ぎがあった のよ。 そして、 あたし は 附近に いたと いう 



だけの へんな 理由で、 私服 警官の ため、 その 身投げ 男 

の 妻と 見られて、 捕縛され ちまった の。 そして、 ブル— 

みけつかんぼう 

トの 未決監 房へ ひいて いかれる うちに、 あの 空襲警報 

に 出 遭った のです わ」 

アン は、 息 を はずませながら、 早口に そういった。 

「ああ、 そうだつ たか。 おれ はこの 頃、 神経衰弱 になつ 

たの か、 妙に、 なにもかも、 忘れて しま うんで ね」 

仏 は 弁解ら しくい つた。 そして 胸の 中 は うれし さで 

一 杯に なった。 

(アン は、 やっぱり、 おれの 妻だった。 おれ は 幸運に 

も、 自分の 家庭へ 戻る ことが 出来た の だ) 



ゆくて +6 ま 

したの よ。 警官に 行 手 を 拒まれた 時 は、 どうなる かと 

思いました。 幸いに その 途中で 夫に 逢えた もんです か 

ら、 こんな 幸運て、 ちょっとありません わ」 

「まあ、 それ は それ は、 御 運の よかった ことで …… で、 

すぐ ロンドンへ いらっしゃる でしよう。 ねえ、 アン」 

「え、 ええ、 そうしましょう。 荷物 をと りに 来たの も、 

そのためよ」 

「午前 九 時 十五 分 発の 列車が い いです わよ」 

「そうです か、 午前 九 時 十五 分 発です ね」 

「気をつけて いらっしゃい。 こういう とき、 あたしな 

じせつ 

ら 十三 号車に 乗ります わ。 こういう 時節の わるい とき 



「ねえ、 アン。 おれ は 懐中 無 一 文なん だが ねえ、 リバ 

イングランド 

プ ー ルの英 蘭 銀行 支店で、 預金 帳から 金 を 引出して 

いく 暇はないだろう か」 

「否。 そんな こと をして いれば、 列車に 乗り遅れ てし 

ま レ ま， t9」 

「じゃあ、 一 列車 遅らせて はどう だ」 

「それ は 駄目。 あの 列車に、 ぜひとも 乗らなくて は。 

だって、 いつまた ドイツ 機の 空襲で、 列車が 停って し 

まう か 分らな いんです もの」 

そういった アンの 顔 は、 仏が 始めて 見る 真剣な 顔 付 

ようじん 

であった。 空襲 を 要 慎して という ことだった けれど、 



目敏く 読みと つた。 

(フン 大尉 か) と、 仏 は 口の 中で 間諜の 名 をく りかえ 

した。 

アン は、 不機嫌だった。 

「あなた。 さっきの 防空壕の こと も あるんで すから、 

あまり あたした ちに とって 不利な 発言 は、 なさらない 

ようにね」 

「不利な 発言？ おれが いま 駅員と 話 をした ことが、 

それ だとい うんだ ね」 

アン は、 黙って うなずいた。 

「な あに、 大丈夫 さ。 でも 君が 心配す るなら、 以後 は、 



リバ プ— ル から ロンドンまで は、 四百 数十 キロの 

道程が あった。 特別急行 列車 は、 この間 を 十 時間で 走 

る ことにな つていた。 だから、 午後 七 時 ごろに は、 口 

ひんぱん 

ン ドン 着の 害で あるが、 今 は、 ドイツ 機の 空襲が 頻繁 

なので、 いつ どこで 停車す るか わからず、 ひょっとす 

ると、 ロンドン 入り は、 翌朝になる かもしれ ない とい 

しゃしょう はなし 

う 車掌 の 談 であった。 

アンと 仏と は、 十三 号車の 中の、 一 つの コンパ ー ト 

メ ン トを 仲良く 占領す る ， J とが 出来た。 

この 十三 号車 は、 わりあいす いていた ようで ある。 



「じゃあ 御大 事に。 蔣 将軍に お会いに なったら、 どう 

ぞ よろしく」 

フォ — ■ テン チン あいさつ 

憲兵 は、 最後に、 仏 天 青に 挨拶す ると、 次の コン 

パ— トメ ントへ 移って いった。 

アンと 憲兵との 会話 を、 傍で 聞いて いる 間に、 仏 は、 

異常な 興奮 を 覚えた。 

(まだ、 アン を 疑って いたが、 とんでもな いこと だつ 

た。 アン は、 たしかに、 自分の 妻に ちがいな いんだ。 

なぜって、 自分 さえ 知らない 頭部の 負傷の こと を、 そ 

の 始めつ から、 現状まで、 くわしく 心得て いるの だ。 

妻 を 疑って すまなかった。 もう 妻 を 疑う の は、 この辺 



しま い 

で、 はっきりお 仕舞に しょう) 

あやま 

彼 は、 アンに 対し、 それ を 口に 出して、 謝りたくて 

仕方がなかった。 しかし、 そんな こと を すれば、 アン 

けいべつ えき 

の 軽蔑 をう ける ばかりで、 何の 益に もなら ない と 思つ 

たので、 それ はやめる ことにして、 只 心の中で、 アン 

に 詫びた。 

アンと 憲兵との 話に よって、 仏 は、 かねて 知りたい 

と 思って いた 頭部の 負傷の 謎が 解けた こと を、 たいへ 

ん うれしく 思った。 

これ は、 空爆で、 爆弾の 破片に よってう けた 傷で あつ 

たの か。 前額の 左のと ころに、 その 気味の わるい 前途 



を 持った 傷口が あつたの か。 そんな こと を 考える と、 

その 傷口の ことが、 俄に 心配に なった。 そこで、 そつ 

まう.. こ 、， おさ 

と 手 を あげて、 包帯のう えから、 傷口 を 抑えよう とし 

た。 

「およしなさい、 あなた。 触つ ちゃ、 いけません。 脳 

しげき だいきん もつ 

の 傷 は 恐し いのです。 刺戟 を 与える こと は、 大 禁物で 

すわ」 

そういって、 アン は、 仏の 手 をお さえて、 彼の 膝へ 

戻した。 

「おい、 アン」 

「な あに、 あなた」 



いびき 

込んで しまった らしい。 すうす うと、 安らかな 鼾 を 

かいている。 そして、 弾力の ある 小さい 唇の 間から、 

のぞ 

白い 歯が、 ちらりと 視 いていた。 

仏 は、 立ち上る と、 アンの ォ ー バ ー の 前 を あわせ、 

そして その 襟 を 立てて やり、 席に 戻った。 

色の ぬける ように 白い、 鳶色の 髪 を もった 彼の 妻！ 

(おれ は 中国人 だが、 アン は 中国人じゃなくて、 白人 

ィ タリ— 

だ。 白人に も いろいろ ある。 伊 国人だろう か、 ィ ギリ 

ス 人だろう か。 いや、 イギリス 人に は、 こんな 美人 は 

いない。 軀の 小さい ところと いい、 相当 肉 づきの いい 

ところと いい、 ひょっとしたら フランス 人 じ やない か 



な あ) 

彼 は、 そんな こと を 考えながら、 妻 君の 寝顔 を、 飽 

かず 眺めて いた。 
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列車の 窓から、 マン チェ スタ ー 巿の空 を蔽ぅ 煤煙が、 

そろそろ 見 *K! てきた。 

アン は、 まだ 眠って いる。 



実に 巧妙に、 そして 整然と、 わが イギリス 兵 は 本国へ 

帰還した と、 写真 入りで 報道して あった。 

(な あんだ、 イギリス 軍 は 負けて いる じ やない か。 そ 

して、 フランス は、 ドイツ 軍の 靴の 下に、 踏み 躍られ 

ようとして いるで はない か。 これ は 重大なる 戦局 だ I 

I 現在 はどうな つ ている のだろう か) 

他の 記事に よると、 イギリス 軍の フランス 撤退に つ 

いて、 多数の フランス 人が、 汽船 や 飛行機に のって、 

イギリス 本土へ 避難して 来た こと を も 報じて いた。 

ズ 7 や イギリス 本土 は 国際 避難所の 如き 感が ある！， 

などと いう 記事 も 見える。 



そこで 彼 は、 新聞紙 を いくたび か 畳 かえして、 そう 

いう 記事の ある 欄 を 探した。 

"東洋" という 欄が、 ようやく にして、 見つかった。 

わが 中国 は、 安心な ことに、 まず、 イギリス 側に 立つ 

ている ようであった。 イギリスから は、 また 新 借款 

を 許した そうで ぁリ、 兵器 弾薬 は、 更に 活発に、 中国 

へ 向けて 積み出され ている ことが 分った。 

「このような イギリス 側の 援助 をう けて、 わが 中国 は、 

東洋で、 ドイツ 軍 を 迎える のであろう か」 

彼 は、 また 奇妙な 疑問に ぶっかった。 

だが むさぼる ように、 その 先の 記事 を 拾って いくと、 



「日本軍 は、 敵ながら、 なかなか 天晴な もの だ」 

仏 天 青 は、 ひどく 日本軍の 勇敢 さに、 ひき 入れられ 

た。 敵国が 好きに なると は、 困った ことであった。 

彼 は、 新聞紙 を、 また 折り かえして、 次なる 頁に 目 

を やった。 

「おや、 こんなと ころに、 アン ダ— ラインして ある ぞ」 

今まで 気がつかなかった が、 下 欄の 小さい 活字のと 

ころが、 数 行に 亙って、 黒い 鉛筆で アン ダ ー ラインし 

てあつた。 そこ を 読む と、 こんな ことが 書いて あつた- 

* パリ 発 —— 日本 大使館 附フ クシ 大尉 は、 ダンケルク 

方面に 於いて、 行方不明と なりたり。 氏 は英仏 連合軍 



とだけ が、 くどくどと 書いて あるば かりだった 
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「あら、 あなた、 なに を 読んで いらっしゃ るの」 

眠って いるとば かり 思って いた アンが、 いきなりむ 

くむく と 起き 上って、 仏の 持って いた 新聞 を ひった 

くった。 

ナ. JJ 

アン は、 なぜか、 険しい 目 をして、 新聞の 面 を大急 



と は 似て いる けれど、 全く 別人 じ やない？ 第一、 フ 

クシ 大尉 は 日本 将校 だし、 フン 大尉と いうの は、 白人 

なんでしょう」 

「フ クシ 大尉 は 日本人で、 フン 大尉 は 白人 か。 なる ほ 

ど、 そいつ は 大きな 違いだ」 

そんな こと を 言って いると きに、 列車 は、 スト ー ク 

の 駅に ついた。 

アン は、 お腹が すいた から、 サンド ウイ ツチが たべ 

たいとい つた。 それから レモン 水 も 欲しい し、 序に 

なんきんまめ 

チョコ レ —， ^と 南京豆と を 買って ちょうだ いなと、 彼 

に 金 を 渡した。 



仏 は、 その 金 を 握って、 プラット ホ— ムに 下りた。 

そして アンに いわれた 品物 を、 買い集め ている うちに、 

列車 は、 ぼ— つと 鳴って 動きだした。 彼 はも ちっとで、 

ホ ー ムに 置き去りに される ところだった が、 いそいで 

蚯 けつけ たので、 やっと 最後の 車に 飛び乗る ことが 出 

来た。 

力 力 

仏 は、 そのたく さんの 買物 を 抱えて、 十三 号車まで 

迪リ つくのに、 人 や 荷物 を 分けて いくため、 たいへん 

骨が折れた。 

やっと 十三 号車に 迪 りついて、 アンの 待って いる コ 

ンパ ー, ^メ ントに 入ろうと したと き、 内 厠で、 ひそ ひ 



「仕方がな いよ。 いまに、 誤解が とける だろう よ」 

「しかし 当分 は、 小さくな つて 隠れて いなくて はね」 

仏 天 青 は、 廊下に 立って この 会話 を 盗み 聴きして い 

たが、 それ 以上、 聞く にたえなかった。 ボ ジャック 氏 

とかいう 男 は、 リバ プ— ルの 港へ 飛び込んだ 人物で あ 

り、 そして アンの 連れであった。 すると、 アンの 亭主 

ではない か。 アン を 自分の 妻 君 だと 信じて いた 仏 天 青 

ぎ やくり ゆう 

は、 全身、 血が 一 時に 逆 流 を 始めた ような 気がした。 

(このまま、 列車から 飛び下りて しまおう か？) 

と、 仏 天 青 は、 思った。 

だが、 彼 は、 遂に、 そうはし なかった。 そして、 コ 



して フン 大尉？」 

ナげし 

そういうと、 男 は、 怪訝な 顔 をして、 自分の 頰へ手 

を やった。 

「あなた。 なに を 言つ て いら つ しゃる の、 どうも 変ね」 

アン は、 立ち上って、 仏の 腕に 鎚 りついた。 

仏 は、 アンの 身体 を、 ふり 放そうと したが、 それ は 

うまくいかなかった。 アンの 力と いうよりも 彼の 方に 

ぎわく ゆえ 

新しい 疑惑が 湧いて きたが 故だった。 

(フン 大尉と 本名 を 呼んで やった のに、 ボ ジャック 氏 

おどろ 

は、 変な 顔 をした が、 べつに 愕き はしなかった ぞ) 

彼の 当 は 外れた のだった。 ボ ジャック 氏 は、 フン 大 



は 機嫌 を 直した ことにして、 座席に 座った。 ボ ジャッ 

ク氏 は、 どうか 彼の 素姓に ついては 内密に 願う と、 く 

どく どと 歎願した のち、 ずっと 後方に あると いう 彼の 

座席へ 帰つ ていった。 



o 



「あの方、 フランス にいた とき、 パン屋の 店 を 出して 

いた 人よ。 リバ プ— ルで、 一, かき 逢つ たんです けれど、 



なった。 そして、 いつしか 時間 を 忘れて しまった。 

フォ— . テン チン さ 

仏 天 青が、 目を覚ました ときには、 列車 は ごとん 

と 大きな 音 をた てて、 立派な駅 についた とこだった。 

ホ— ムを 見る と、 バ— ミン ガムと 書いて あった。 

「ああ、 バ— ミン ガム か。 なに か、 ありそう だな。 ァ 

ン、 お金 をお 出し。 おいしい もの を 見つけて くるから」 

仏 は、 アンの 機嫌 をと るつ もりで、 金 を 握る と、 ホ— 

ムへ 下りて いった。 

ホ— ムは、 ひどく 雑閙 していた。 何 を 買おう かなと 

思って いると、 改札口の 向こうで、 新聞 売子が、 新聞 

ゥ .o 

を 高く さし 上げて、 何 か 喚いて いた。 彼 は、 これ を 買 



われる 文字 は、 そうない のであった。 この 上の こと は、 

彼女に 会って 聞く より 仕方がない。 が、 金 蓮 は、 いつ 

までた つても かえって 来なかった。 彼 は ぼんやり、 

ホ ー ムの 長い ベンチの うえに 腰を下ろして、 考え つづ 

けて いた。 しかし 結局、 金 蓮の いう * 仏 天 青" と彼自 

身と は 容貌に 於いて 別個の 人間 だと 思われ、 また 彼自 

身 も、 いきな リホ— ムで 抱きつかれた 金 蓮に 対する 印 

あ. r 

象が 淡く、 どうしようかと 考えて いるう ちに、 そこへ 

ロンドン 急行の 別の 列車が ホ— ムへ 入って きたので、 

彼 は 金 蓮 を 待つ こと を やめて、 その 列車に 乗り込んだ 

のだった。 



しなかった。 彼 は、 思い出して、 二 冊の 貯金 帳 を 出し 

て 見せた。 

「まう」 

と、 彼等 は、 目 を 丸く したが、 

「この 貯金 帳に は、 大金 を 預けて いる ことにな つてい 

るが、 この 列車の 中で は、 通用し ない。 このごろ は、 

ぎぞう 

敵国の スパイが、 よくそう いう もの を 偽造して もって 

いるから だ。 本当に 君 は、 中国人であろう か。 われ 等 

は、 君 を 日本人の 密偵 だと 睨んで いるの だが …… 」 

フォ ー . テン チン しか ゆえん とうとう の 

仏 天 青 は、 その 然ら ざる 所以 を滔々 と 述べた。 そ 

して、 一列 車 前の 十三 号車に 乗って いる 彼の 妻 君 アン 



かった。 

彼 は、 不愉快の うちに、 これまでの 突拍子もない 事 

件の あと を、 静かに ふりかえる 時間 を 持った。 

(一体、 おれ は、 仏 天 青 氏な のか、 それとも 他人な の 

か？) 

いぞん 

アン は、 自分が 仏 天 青で ある ことに 異存はなかった。 

ブル— ト 監獄の 看守 も 「ミス タ— . F」 と 呼んでくれ 

た。 アンと 一 緒に 乗り込んだ 前の 列車の 憲兵 も、 同じ 

く 彼 を 仏 天 青と 認めて くれた。 それに、 彼 は 仏 天 青 

めいぎ 

名義の 二 冊の 貯金 帳 を 持って いるで はない か。 

彼が 〃仏 天 青， ではない と言われ たの は、 バ— ミン 



ガム 駅に いた 女 だけだった。 いや、 それから、 この 列 

ぎわく 

車の 憲兵と 車掌 も、 彼に 対し 幾分 疑惑 を 持って いるの 

だ。 

これら を 差 引きして 考える と、 彼が 仏 天 青で ある こ 

との 方が、 そうでない ことよりも、 有力で あると 考え 

ほ とん 

られ る。 あの 女に 逢う まで は、 このような 疑惑 は、 殆 

ど 起ら なか つたの だ。 あの バ— ミン ガムの 女 こそ は、 

かい * き いんき 

懐疑の 陰 鬼みたい な ものであった。 

(おれ は、 仏 天 青に 違いない の だ！) 

そう 思いながら も、 彼 は、 あの 女の 残して いった 科白、 

" こんな 若僧 じ やない！" 



ぶ き み 

という 言葉が、 い つまで も 無気味に 思い出され るの 

であった。 

とうわく 

彼のもう 一 つの 当惑 は、 妻 君の ことだった。 バ— ミ 

ン ガムの 駅で、 あの 女に 取リ鎚 られた ときには、 妻が 

おどろ 

二人 出来た かと 思って、 すくなからず 愕 いたのだった。 

つまり、 列車の 中に 待って いる 可愛い アンと、 そして 

この 塩漬けに なった ような 中国 女であった。 

(女房 を 一 一人 も 持って しまう なんて …… ) 

と、 そのと き は、 当惑した ものであるが、 しかるに 

しんぺん 

只今、 彼の 身辺に は、 二人 妻 どころ か、 只の 一人 も、 

妻が ついていない のであった。 彼 は、 全く 変な 気がし 



もの だ。 日本人 は、 そんな こと をし ない」 

車掌 は、 そういって、 彼の 手 を すげ なく 振り切って、 

向こうへ 行つ てし まった。 

「そんな 箬 はない …… 」 

こぶし かた 

彼 は、 拳 を 固めて、 自分の 膝のう え を、 とんとんと 

叩いた。 

「そんな il はない。 あの 車掌め、 中国人 を 侮辱す る怪 

しからん 奴 だ」 

ふんまん 

彼 は、 爆発 点に 達しよう とする 憤懣 をお さえる のに、 

骨 を 折った、 孤立 無援の 彼 は …… 。 

列車 旅行 は、 ますます 不愉快 さ を 高めて いった。 列 



車が、 駅へ つくた びに、 彼 は、 車窓から 顔 を 出して、 

もしゃ アンの 乗って いる 列車が、 同じ ホ— ム について、 

待って いない かと、 一生 けんめいに 探した のであった。 

そのうちに、 こんな 考えが、 ふと 頭の 中に 浮んだ。 

(アン は、 おれ を 捨てて いったの では あるまい か。 そ 

う でなければ、 バ ー ミン ガムの 次の 駅で 下り て 後から 

遅れて 来る おれの 列車 を、 待って いる 害 じ やない か) 

アン は、 彼 を 捨てて しまったの であろう か。 とに か 

く、 彼のた めに 親切で ない こと だけ は 確かで ある。 

(すると、 やっぱり、 あの ボ ジャック 氏と いうの が、 

アンの 亭主であった のか。 そして ボ ジャック 氏、 すな 



わち フン 大尉と いう 筋 書か！) 

彼 は、 胸糞が わるくな つて、 べっと、 床に 唾 を 吐い 

た。 すると、 隣り にいた イギリス 人が、 こつび どい 言 

こうとくしん 

葉で、 彼の 公徳心の ない こと を 叱りつ けた。 

あじけ 

彼 は、 なんだか、 もう 生きて いるの が 味気なく なつ 

た。 

その 味気な さは、 列車が ロンドンに 着いて から、 更 

に 深刻 味 を 加えた。 

なぜと いって、 彼が 最後の 頼みと していた ところに 

反して、 ホ ー ムの 上に は、 彼 を 待って いる アンの 姿が、 

見当らなかった のであった。 



車掌 は、 彼 を、 駅の 会計 室へ 引 張って いこうと した。 

彼 は、 それ を 後に して くれと 拒んだ。 そして 暴れた。 

車掌 は 仕方なく、 彼の あとに ついて、 彼と 共に、 改札 

口の 外に 出、 それから 駅の 中 をぐ るぐ ると 廻り、 そし 

けいじばん じゅんれい 

て、 掲示板と いう 掲示板の 前 を 巡礼 させられた。 そ 

の 揚句の 果に、 仏 天 青 は、 遂に 病人の ように 元気 を 失つ 

てし まった。 そして 車掌に 言った。 

「おれの する 事 は、 もう 終った。 さあ、 今度 は、 どこ 

なりと、 君が 好きな ところへ、 引 張って いきたまえ。 

あ 1 あ」 
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彼 は、 空襲警報と 爆撃の 音と を 子守唄と して、 三日 

間 を、 ホテルの 中で、 眠って ばかりいた …… 

ロンドン 駅に ついてから、 彼 は 一旦 警視庁の 手に 渡 

しゃくようしょうしょ 

リ、 それから ものものしい 借用証書 に 署名して、 やつ 

と 放免され た。 

それから 彼 は、 乗車賃の 借り を かえす ために も 又 生 

ィ ング ラ ン ド 

活を する ために も、 金が 必要だった ので、 英蘭 銀行 



「大使 閣下 は、 i 不在です。 そして わが 大使館に は、 

あなたの ような 名前の 参事官 はいません。 御 返事 は、 

これ だけです」 

と、 木で 鼻 をく くるよう な 挨拶だった。 

「本当です か。 本当の こと を 教えても らいたい もので 

す。 私 は 気が 変ではありません よ」 

「誰でも、 そういうよ」 

と、 受附 子の 言葉が、 急に 乱暴に なって、 

「わし は、 ロンドンに 二十 年 も 在勤して いるが、 つい 

ぞ、 仏 天 青な どと いうお かしな 名前の 参事官が あ つ た 

話 を 聞かない ね。 家へ かえって、 内儀さん によく 相談 



ら なかった 
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仏 天 青 は、 列車に のつ て、 リバ プ— ルに 急ぎ つ つ 

あった。 

駐英 大使館で は、 彼 は、 大きな 侮辱 をう けた。 そし 

ほ がら くず 

て 朗 かな 気持が また 崩れて しまったの だ。 

この 上 は、 リバ プ— ルを 通って、 ブル— トの 監獄へ 



すじょうち ようしょ ほか 

いき、 そこに 残って いる 彼の 素姓 調書 を 見る ょリ外 

なしと 考えた。 

十 時間の 後、 彼 は リバ プ ー ル にいった。 その 夜 は、 

ドロレス 夫人の 宿に 泊めても らうつ もりで、 この 前の 

あわ たど ろ じ 

淡い 記憶 を迪 つて、 見覚えの ある 露地へ 入リ こんで 

いった。 

だが、 ドロレス 夫人の 宿 は、 見当らなかった。 ただ、 

ガラス こわ あきや 

一軒、 入口の 硝子が、 めちゃめちゃに 壊れて いる 空 家 

が 目についた。 どうも その 家が、 ドロレス 夫人の 宿 

だった ように 思う ので あるが、 入口の 壁に は、 

ぽぅ ちょうしき かん 

* 立 入る を 許さず。 リバ プ ー ル 防諜 指揮官 ライト 大 



おり 綺麗な もので さ。 残って いるの は、 煉瓦と コンク 

リ ー 卜ば かりだ。 いや、 それから、 あの 鉄の 門と …… 」 

仏 天 青 は、 なぜ 天 は、 こう 意地悪な のであろう かと、 

深い 溜 息をついた。 第二の プラン も、 ついに 駄目 だつ 

た。 
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第三の、 そして これが 最終の プラン —— というので、 



I ハ臭を 放つ 皺くちゃの ハンカチ— フ迄、 すっかり 卓子 

のうえ に 取 出した。 

「その外に、 この 貯金 帳が 二 冊 あるので す。 院長、 お 

分りになります か」 

「さあ、 私で は 駄目なん です がね え」 

といいながら も、 ド クタ— • ヒル は、 そこに 並べら 

かく だ いきょ う 

れた 品物 を、 一 つ 一 つ 、念入りに 拡大鏡の 下に 見て い 

たが、 やがて 腰 を 伸ばし、 

「私の 拝見した ところで、 最も 興味 を惹 かれる ものが 

二 点あります。 それ は、 この 汚れ 切って 破れ目 だらけ 

の 服と、 それからもう 一 つ は、 油 じみた ハンカチ ー フ 



です」 

すじよ-つ 

「は あ、 そうです か。 そんな ものが、 私の 素姓に つい 

て、 一体なに を 語って いまし ようか」 

「さあ、 それ は、 私の 力で は、 はっきり 解いて お 話す 

る ことが 出来ない のです。 こういう 方面に すこぶる 明 

るい 私の 友人 を 御 紹介し ましょう。 ァ— ガス 博士と い 

いますが、 クリム スビ ー に 住んで 鑑識 研究所 を 開いて 

います。 そこへ いらっしゃる がいいでしょう。 この ズ 

ボンに ついている 泥 だと か、 ハンカチ— フ について い 

る 血 や 油な どに ついて、 彼 はきつ と、 あなた をび つく 

じゅうぶん かんてい 

りさせる に 充分 な 鑑定 を なすこと でしよう」 



あ、 私 はすぐ、 その クリム スビ— へいって、 ァ— ガス 

博士に お願いして みましょう」 

「いま、 紹介状 を 書 いてさし 上げます、 ミス タ！ F ！ 」 

5 

フォ— . テン チン 

午後 遅く クリム スビ— の 駅に 下りて、 仏 天 青 はお 

どろいた。 こんな ものものしい 警戒 は、 はじめて 見た _ 

〃中国 大使館 参事官 仏 天 青 氏 を 御 紹介す。 ァ— ガス 博 



士殿， 

という ド クタ—. ヒルの 紹介状が、 とんだと ころで 

効き目 を あらわして、 仏 は、 無事に 駅の 階段 を、 町へ 

降りる ことが 出来た。 

かんしき 

「ァ— ガス 博士の 鑑識 研究所へ やってくれ ないかね」 

駅の 前に 待って いる タク シ ー の 運転手に 話しかける 

と、 黙って、 隣り を 指した。 

ぎ よしや 

タ クシ— の 隣り に は、 馬車が あった。 老人の 馭者が、 

けんそう 

この 喧噪の 中に、 こっく リ こっくり 居眠り をして いた。 

おどろ 

馬車と は 愕 いたが、 

「ァ— ガス 博士の 鑑識 研究所へ いって くれる かね」 



かこう ぼうせんもう ブ ィ 

河口に は、 たしかに 防潜網 を 吊って いるら しい 浮標 

ぉぴ ただ すうせき しょう せんぐん 

が、 夥 しく 浮び、 河 口を出て いく 数隻の 商船 群 の 前 

みずさきあんない 

に は、 赤い 旗 をた てた 水先案内 らしい 船が 見える が、 

きらいげん さ 

これ は 機雷原 を 避けて いくため であろう。 またはる か 

に 港外に は 駆逐 艦^が 活発に 走って いた。 

きょくど 

(ドイツ 軍の 上陸作戦 を、 極度に 恐れて いるの だな) 

仏 は、 河口の 異 風景に 気を取られ ている うちに、 馬 

車 は、 いつの 間に か、 小さい 山 を 一 つ 登って、 鑑識 研 

究 所の 前につ いた。 

仏 は、 門衛に、 剌を 通じた。 

門衛 は、 紹介状の 表 を 見て、 本館へ 電話 を かけた。 



「所長 は、 生憎 出張 中です が、 今夜 あたり、 ここへ お 

ふくちょう みょうちょう 

戻りです。 副 長からの お 話です が、 明朝、 もう 一度、 

御出で 願う か、 それとも 御 急ぎなら、 所に 附属して い 

しゅくはくじょ 

る 宿泊所で、 お待ちに なって はとい うこと で ござい 

ますが、 どっちに なさい ます か」 

「そうです か。 では …… では、 宿泊所へ 案内して 頂き 

ましょう か。 私 は、 早く 博士に お 目に 懸 りたい のでし 

てね」 

「よろし ゆう 一 ，- ざいます」 

門衛 は、 別な ところへ、 電話 を かけた。 そして、 副 

長の 命令に より 客人 のた め 室 を 用意す るよう に い つ 



砂利 を 踏む 音が 聞え た。 エプロン を かけた 若い 女が、 

迎えに 来た。 仏 は、 その 女の 顔 を 見た とき、 もちつ と 

あ おどろ 

で呀 つと 叫ぶ ところだった。 その 女 も、 愕 いて、 思わ 

ず 足 を 停めた。 

「おい、 ネラ。 ド クタ— • ヒルの 紹介の 方 だから、 さつ 

きいった ように、 丁重に ナ」 

「は、 ま、.」 

かばん 

ネラ？ ネラ は、 門衛から、 仏の 鞫を 受取った。 

「どうぞ、 J ちら へ 」 

仏 は、 ネラと 呼ばれる 女と、 藍色よう やく 濃い 研究 

所の 庭 を、 砂利 を ふみつつ、 奥の 方へ 歩いて いった。 



「明朝まで、 お待ちに なって！」 

「じゃあ、 おれ は、 本当に 仏 天 青 か」 

「それ も 明朝まで お待ちに なって。 男らしく お待ちに 

なる ものよ」 

「 …… 」 

仏 は、 拳 を 握って、 自分の 胸 を、 とんとんと 叩いた 
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しらじら 

アン は、 マネキン 人形の ような 白々 しさに かえって、 

彼 を 階上の 部屋へ 案内した。 

「では、 どうぞ。 防空壕 は、 第二 階段 をお 下りく ださ 

い。 窓の 遮 &は、 おさわりに なりません ように。 失礼 

いたしました」 

「君の 部屋の 電話番号 は …… 」 

「構内 四百 六十 九番 です。 しかし あたくし はたいて い 

外 を 廻って ぉリ ますので、 不在 勝ちで ございます」 

みょうちょう 

「明朝、 きっと、 です よ」 

フ才— 

仏 は、 アンの 手 を 取ろうと したが、 アン は それ を 振 

り 払って、 風の ように 部屋 を 出て いってし まった。 
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午前 三時 半。 

と つじよ 

突如と して、 空襲警報 を 伝えて、 サイレンが 鳴り だ 

した。 

部屋 部屋が、 急に さわがしく なった。 

(ふん、 また 空襲警報 か) 

やはん あかつき 

このごろ、 毎日の ごとく 夜半から 暁 にかけ て 空襲 



していた。 

彼 は、 起き 上った。 電灯 をつ けようと、 スィッチ を 

せんこう 

探して いると、 ばつと、 突き刺す ような 閃光が、 窓の 

すきま ごうぜん 

隙間から 入って きた。 そして 轟然た る 爆音が つづけさ 

まに、 鳴り ひびき、 そして、 じンじ ンじン 〔# 「じン じ 

ふる 

ン じン」 の 「ン」 は 小 書き U と 建物 は 震えた。 

彼 は、 くらがりの 中で 手に 当った 服 を すばやく、 身 

に つけた。 

じょ うちとう 

室から 飛び だすと、 ネオンの 常置 灯が、 うす ぼん や 

リ 廊下 を 照らして いた。 

(防空 室 は、 どの 階投を 下りる のかな) 



いている の を 発見して、 おやと 思った。 

(何 をして いるの だろう？) 

ものず 

空襲 見物で は、 あまりに 物好きで ある。 彼 は、 自分 

のこと は 棚に 上げて、 そう 思った。 

その 二つの 人影 は、 屋上から 軀 をのり ださんば か 

いどうしょう めいき 

リ にして、 何 か、 映画に 使うよう な 移動 照明器の よう 

な もの を、 動かして いる。 

(おかしい。 防空 隊の 照明 班に して は、 あまりに 

しょうきぼ 

小規模 だし …… ) 

彼 は、 爆撃 中の 危険 も 忘れて、 その 二つの 人影の 行 

動に、 好奇心 を 沸かした。 そして、 その 傍へ 行って 見 



「お待ち、 ボ ジャック！」 

アンが、 ボ ジャックに 飛び かかって、 腕 をお さえた。 

ボ ジャックの 手に は、 ピストルが 握られて いた。 そし 

て、 喰いつ きそうな 顔で 仏 を 睨みつ けて いる。 

フォ ー せつな いっさい 

仏 は、 刹那に、 一 切 を 悟った。 

(そうだつ たか。 二人とも、 ドイツ 側の スパイだった 

ん だな) 

おどろ 

そう 感じた が、 なぜか、 彼 は、 それほど 愕か なかつ 

た。 

「あなた。 さっきのお 約束 をお 破りになる？」 

アンが、 ボ ジャックの 腕 を 必死になって、 抑えな が 



さと 

K5 つた。 

この 赤外線 標識灯が 点火した のが 合図の ように、 上 

陸 作戦 軍 を 援護す る 猛烈なる 砲撃 戦が 始まった。 更に 

空中より は、 ものすごい 数量に のぼる 巨大 爆弾が、 

づ るべ * フ くず 

釣瓶打ちに 投下され、 天地 も 崩れん ばかりの 爆音が、 

もうまく 

耳 を 聞え なくし、 そして 網膜の 底 を 焼いた。 

砲撃 は、 ますます 熾烈 さ を 加え、 これに 応酬す るか 

のように、 イギリス 軍の 陣地 や 砲台より は、 高射砲 弾 

が、 附近の 空 一 面に、 煙 花よりも 豪華な 空中の 祭典 を 

展開した。 

「大丈夫、 ボ ジャック」 



まま、 爆発す るよう な 歓喜 を 感じた。 その 瞬間に、 彼 

フォ I ■ テン チン れいこん はくえん 

から、 仏 天 青なる 中国人の 霊魂と 性格と が、 白煙の 

ように 飛び去った。 それに 代つ て、 

ちゅうふ つに っぽん たいしかん づきぶ かん ふくした いい れつれつ きはく 

駐仏 日本 大使館 付 武官 福士 大尉の 烈々 たる 気魄が 蘇つ 

て 来た。 

「お ッ、 俺 は、 今まで、 何 を 莫迦な 夢を見て いたの だ 

ろうな あ！」 

ァ— ガス 博士の 治療 を 待つ まで もなかった。 彼 —— 

うしな 

福士 大尉の、 喪 われた る 記憶 は、 その 一 瞬の 間に、 完 

全に 恢復した のだった —— ド クタ— • ヒルが 示唆した 

ところと、 ぴたりと 一致す る 経過 をと つて …… 。 



よろこ 

の 中に、 おれ は 記憶 を 恢復した の だ。 悦んで くれ」 

「ああ、 そうだつ たの。 道理で、 お 元気な 声 だと 思つ 

た わ」 

「アン、 なにもかも、 思い出し たよ。 あの 油に 汚れた 

ハンカチ も、 ぼろぼろの 服 も、 みんな ダンケルクの 戦 

闘の 中に いたせいだ。 おれ は、 飛行機 を 操縦して ド— 

えいこく すで 

ヴァを 越えて、 この 英国に 飛んだ の だ。 そのと き、 既 

に 負傷して いた。 同乗 させて やった 中国人 仏 天 青 は 機 

上で 死んだ が、 おれ は、 いつの 間に か、 その 先生の 服 

を 持って いたんだ。 おれ は 飛行機 を、 夜間 着陸させる 

のに 苦しんだ が、 1 に 飛行場が 見つからず、 その後 は 



「しっかり せんか、 アン —— いや、 フン 大尉。 君の 

壮烈なる 戦死の こと は、 きっと おれが、 お前の 敬愛す 

る ヒット ラ— 総統に 伝達して やる ぞッ ！」 

福士 大尉 は、 アンの 耳に 口をつけて、 肺腑 をし ぼる 

ような 声で、 最後の 言葉 を 送った。 

そのと き、 夜 は、 ほのぼのと、 明け放れた。 頭上に 

は、 精鋭なる ドイツ 機隊の 翼の 輝き、 そして 海岸に 

は、 平 舟の 舷， 'をのり 越えて、 黒き 洪水の ような 戦車 

部隊 力！ 

とき 

ドイツ 軍 大勝 利の 閧の 声と 共に、 上陸作戦の 夜 は、 

明け放れた のであった。 
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